
館報やまがた 2023.3

令和５年
（2023年） 803No.

月号

　「地域に密着した仕事で、地域の皆さんのお役に立ちたい」
　そんな思いからテレビ松本で働いている光平さん。もともとは放送設備のメン
テナンスなど技術系の仕事をしていたが、昨年よりYCSで映像制作の仕事を担当
されている。番組をつくる上でのこだわりをお聞きすると「自分が見て感じたもの
を、そのまま伝えたい」と熱い思いを語ってくれた。
 （2月15日　トレーニングセンターにて）

卒園・卒業
� おめでとう！
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2023.3 館報やまがた

　
４
月
か
ら
息
子
が
６

年
生
、
そ
し
て
娘
は
年

長
に
な
る
。
い
ず
れ
も

学
校
や
保
育
園
の
最

後
の
年
に
な
る
。
親

と
し
て
日
々
の
成
長
を

しっか
り
見
て
き
た
つ
も

り
だ
が
、
あ
っ
と
言
う
間
に
大
き
く
成

長
し
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
の
は
何

だ
か
嬉
し
く
も
あ
り
寂
し
い
も
の
だ
▼

ふ
と
２
人
の
入
学
、
入
園
当
初
を
振

り
返
って
み
た
。
ま
ず
息
子
は
、
学
校

ま
で
約
1.5
㎞
も
の
距
離
を
重
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
い
毎
日
登
校
で
き
る
の
か

な
？
内
気
な
性
格
だ
け
ど
友
達
が
で
き

る
の
か
な
？
娘
の
方
は
母
親
や
家
が
恋

し
く
な
って
保
育
園
が
嫌
い
に
な
ら
な

い
か
な
？
毎
日
保
育
園
で
泣
い
て
い
た

ら
ど
う
し
よ
う
か
？
な
ん
て
２
人
と
も

不
安
だ
ら
け
の
毎
日
だっ
た
こ
と
を
思

い
出
す
▼
そ
ん
な
２
人
も
いつの
間
に
か

そ
の
よ
う
な
心
配
は
い
ら
な
く
なって
い

た
。
息
子
は
平
気
で
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
い
友
達
と
走
って
登
校
す
る
よ

う
に
なって
い
る
。
娘
も
毎
日
楽
し
そ
う

に
保
育
園
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
だ
▼
子

ど
も
が
成
長
す
る
こ
と
は
だ
ん
だ
ん
と

親
の
手
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
子
ど

も
好
き
の
私
に
は
や
は
り
寂
し
さ
の
方

が
大
き
く
感
じ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
こ

の
最
後
の
１
年
は
よ
り
毎
日
を
大
切
に

過
ご
し
た
い
気
持
ち
が
大
き
く
なった
。

親
子
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
が
、
心
だ
け
は
失
く
さ
な
い
よ

う
に
子
ど
も
た
ち
と
しっか
り
向
き
合
っ

て
過
ご
し
た
い
と
思った
３
月
で
あ
る
。

　
２
月
25
日
㈯
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ふ
る
さ
と
大
ホ
ー
ル
に
て
、

今
年
度
最
後
の
未
来
塾
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
全
18
回
開
催
）

　
前
回
の
未
来
塾
は
大
雪
の
た
め
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
日
は
約

１
か
月
ぶ
り
の
開
催
。
午
前
中
の
小

学
生
の
部
で
は
、
自
学
自
習
だ
け
で

は
な
く
、
毎
回
信
州
大
学
の
学
生
さ

ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
工
作
を
考

え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
ス

ト
ロ
ー
ヒ
コ
ー
キ
の
作
製
を
行
い
ま

し
た
。
修
了
式
に
見
え
ら
れ
て
い
た

信
州
大
学
の
小
山
茂
喜
教
授
は
「
覚

え
る
、
考
え
る
、
作
り
出
す
だ
け
で

は
勉
強
に
な
ら
な
い
。
な
ん
で
飛
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
？
な
ん
で
こ
の
よ

う
な
動
き
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

学
習
だ
け
で

は
な
く
多
様
な

経
験
が
で
き
た

子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、
１
年
間

の
活
動
を
や
り

遂
げ
た
充
実
感

と
自
信
に
満
ち

た
表
情
が
垣
間

見
え
ま
し
た
。

～『
川
』の
観
察
を
振
り
返
る
～

　
身
近
な
自
然
を
観
察
し
魅
力
を
発

見
・
発
信
す
る
Y
ふ
る
さ
と
レ
ン

ジ
ャ
ー
隊
が
２
月
26
日
㈰
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
本
年
度
最

後
の
活
動
と
修
了
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
15
名
、
折
り

紙
で
カ
エ
ル
・
ミ
ズ
ド
リ
・
カ
ニ

を
折
っ
て
１
年
間
の
感
想
を
書
き
込

み
、
活
動
を
紹
介
す
る
模
造
紙
を
製

作
し
た
後
、
次
年
度
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

修
了
式
で

は
、
教
育
長

か
ら
修
了
証

と
な
る
ピ
ン

バッジ
を
受
け

取
っ
た
５
名

の
小
学
生
レ

ン
ジ
ャ
ー
の

皆
さ
ん
は
、

誇
ら
し
げ
な

表
情
で
会
場

を
後
に
し
て

い
ま
し
た
。

 ◉連絡班加入世帯の方
　この館報と一緒に連絡長から配布されます。
 ◉連絡班未加入世帯の方
　教育委員会から送付されるハガキと引き換
えでトレーニングセンター窓口にて無料で１
部配布します。
 ◉二世帯住宅など、２部以上欲しい方
　トレーニングセンター窓口で１部450円で
販売しています。

今
期
の

�

未
来
塾
が
終
了

Ｙや
ま
が
たふ
る
さ
と

�

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊

�

修
了
式

令和５年度
生 涯 学 習
カレンダー

配布！

カレンダーは村のホームページでも
見ることができます。

山 形 村
編集・制作／山形村生涯学習推進協議会

令和５年度令和５年度

山形村生涯学習カレンダー 山形村生涯学習カレンダー 山形村生涯学習カレンダー 
※祝日法の改正などにより、祝日・休日・行事が一部変更になることがあります。

・布団類の集団回収は行わない。汚れのない毛布は布類、その他は可燃または直接クリーンセンターへ（有料）。
・瀬戸物の不用食器回収は10月１日㈰、役場駐車場で実施予定。
・使用済み小型家電の回収は5月と11月の２回（各２日間）で実施予定。

●販売業者に引き取ってもらうか廃棄物処理業者に直接持込み処理
　してもらう。
・ガスボンベ・農薬・廃油・建築用廃材・塗料・医療廃棄物
・発火性危険物・消火器・石綿
・産業廃棄物関係全般（事業所等の可燃ごみは一般廃棄物として村の
　許可業者が有料収集する。）

村で回収処理できないもの

※松本クリーンセンターの処理料。

犬猫の死骸
〈有料 税込330円／匹〉25kgまで 広域豊科葬祭センター（TEL72-5652）

に問い合わせ。

ペットの火葬下記のような粗大ごみや可燃ごみ
〈料金税込150円／ 10kg〉（※10 円未満切り捨て）

・スキー・スノーボード・ベッド枠
・大型家具・カーペット・畳
・マットレス（スプリング無）・ふとんなど
・処理できるものは最大寸法
　120×90×200cmまでのものに限る。

（株）あずさ環境保全
松本市波田2019
TEL.92-3225

粗
大
ご
み
等

個
人
直
接
持
ち
込
み

セ
ン
タ
ー
へ
の

松
本
ク
リ
ー
ン

松本クリーンセンター
松 本 市 島 内 7 5 7 6 - 1

TEL（0263）47-2079

受
付
時
間 ※土の午後・日・祝日は休業

平　日　午前 8:30 ～ 午後 4:30
土曜日　午前 8:30 ～ 正午

に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
法

家

　
　
　
電

直接処理業者（右欄）
に持ち込む。料金はご
みの種類・重量により
異なる。

処
理
業
者

花村産業（株）
松本市市場5-26
TEL.29-1288

日本通運（株）
松本市双葉4-4
TEL.27-0836

指
定
引
取
場
所

●テレビ（ブラウン管、液晶、プラズマ）・冷蔵庫・冷凍庫・洗
たく機・エアコン・衣類乾燥機は家電リサイクル法により
料金が定められているため、できるだけ買替えの際販売
店の下取り等として引き取りをしてもらう。（処理業者の
場合は運搬料等加算がある。）

●パソコンはリサイクル法により、まずメーカーへ問い合わ
せる。

■官公署　等

■保育園・学校

■診療所・医院
役場　総務課
　　　会計係
　　　企画振興課
　　　税務課
　　　住民課
　　　保健福祉課
　　　子育て支援課
　　　産業振興課
　　　建設水道課

　　　議会事務局
農業者トレーニングセンター
　　　教育委員会
ミラ・フード館
ふれあいドーム
いちいの里
　　　保健福祉課
　　　山形村地域包括支援センター
ふれあい児童館
子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター
山形村社会福祉協議会
　　　建部の里
　　　いちいの里すばる
ピアやまがた
山形村商工会
山形村観光協会
山形消防署
山形村警察官駐在所
JA松本ハイランド山形支所

山形郵便局
下竹田簡易郵便局
テレビ松本山形支社
スカイランドきよみず
松本地域シルバー人材センター

山形保育園
やまのこ保育園
山形小学校
鉢盛中学校

山
形
村
公
共
機
関
等
電
話
番
号

横山医院
山形協立診療所
宮原医院
山形整形外科クリニック
マルコウ整骨院
山形中央整骨院
みやざわ整骨院
ウエムラ歯科
やまもと歯科医院

..........................98-3111

..........................98-5668
..................98-5666

..........................98-5663

..........................98-3112
..................97-2100

..............98-5600
..................98-5664
..................98-5667

..................98-3111
....98-3155

..................98-3155
......................98-3033
......................98-5280

..............................97-2100
..................97-2100

...97-2104
......................98-3081

..............98-5600

.....98-5600
..........97-2102

......................97-1165
.......87-8754

..........................98-3888

..........................98-2200
......................31-6220

..............................98-4455
...............98-2019

....98-3151

..............................98-2049
..................98-2404

..............97-1111
.............98-2300

...39-6680

..............................98-2035
......................98-5522

..............................98-2012

..............................99-2501

..................................98-2884
......................98-3933

 .................................97-1055
...........98-5277

......................98-3753

......................97-1171

......................88-2855
..........................98-4853

..................98-5868

令和５年度
特 記 事 項

大型資源プラスチック（縦または横の長さが30cmを超える大きなもの）⇒品目を限定します。
回収方法　５月、７月、９月、11月、１月、３月の第３土曜日　午前９時～正午　役場東側駐車場で回収する予定です。

【回収対象限定24品目＝この品目以外は回収できません。粉砕せずに、できるだけ原形のまま持ち込んでください。袋は不要です。】

※（注意） コンテナ類で専ら農業や事業・業務に使用するも
　の（長芋コンテナ、りんごコンテナ、育苗トレイ等）は対
　象外です。

まな板 収納BOX（衣装ケース/道具入れ）

ポリバケツ

ざる（ボウル）

書類ケース 漬物桶

水切りカゴ

コンテナ※

ちりとり（手箕）

冷水ポット（ピッチャー）

植木鉢（プランター）

ポリタンク

風呂フタ

ジョウロ

照明カバー

風呂イス

かご（洗濯カゴ/買い物カゴ）

クーラーボックス

洗面器（たらい、手桶）

ゴミ箱

ソリ ホイールカバー（金具外すこと）

お盆

ベビーバス

＼こちらからチェック／

　３年ぶりに関西方面へ
の修学旅行が実現しまし
た。本物の寺院や仏像の
見学、扇子の絵付け体験で日本の文化に触れ、また
ユニバーサルスタジオでは仲間との大切な思い出を
作ることができました。

２月20日（月）〜22日（水）
・１日目　奈良（法隆寺・興福寺・奈良公園）
・２日目　京都（クラス別行動）
・３日目　大阪（ユニバーサルスタジオジャパン）

鉢盛中学校
２年生修学旅行

生涯学習カレンダーは
山形村公式

ホームページでも
公開しています
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２
月
17
日
㈮
か
ら
26
日
㈰
と
３
月

１
日
㈬
か
ら
10
日
㈮
の
２
回
に
分

け
て
、
山
形
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
『
山
形
っ
子
学
び
の
展
示
発

表
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半

は
１・２・５
年
生
、
後
半
は
３・４
・

６
年
生
と
特
別
支
援
学
級
の
児
童

の
、
今
年
度
の
学
習
活
動
の
様
子
を

ま
と
め
た
資
料
が
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
は
子
ど
も
た

ち
の
活
動
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
じ
っ
く

り
読
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
学
２
年
生
の
保
護
者
の
笹
川
彩あ

や

さ
ん（
上
竹
田
）は「
山
形
村
に
こ
ん

な
に
公
園
が

あ
る
な
ん
て

知
ら
な
か
っ

た
で
す
。
展

示
の
お
か
げ

で
親
の
私
も

勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に

行
っ
た
こ
と

の
な
い
公
園

に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い

ま
す
。」と
話

し
て
い
ま
し

た
。 山

形
っ
子

学
び
の
展
示
発
表
会

１
年
生　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

２
年
生　
公
園
調
べ　
ホ
タ
ル

５
年
生　
海
の
学
習

３
年
生　
福
祉
体
験
・
お
や
き

４
年
生　
お
蚕
様

６
年
生　
学
校
と
地
域

特
別
支
援　
縄
文
体
験



将  

来  

の  

夢

山形小学校6年生　　卒業おめでとう！山形小学校6年生　　卒業おめでとう！
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2023.3 館報やまがた

6年1組　37名
担任 野本 雅代 先生



将  

来  

の  

夢

山形小学校6年生　　卒業おめでとう！山形小学校6年生　　卒業おめでとう！

5

館報やまがた 2023.3

6年2組　35名
担任 横川 晋平 先生
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嶺

梯カ
ケ
ハ
シ
　
　
　

澪ミ
オ

・　
　

   

・
上
竹
田

　
　
　
　
　
　

 

歌
織

　
　
　
　
　
　

 

和
寿

田
中　

絢ア
ヤ

都ト

・　
　

   

・
小　

坂

　
　
　
　
　
　

 

優
衣

　
　
　
　
　
　

 

直
人

井イ

隼ハ
ヤ　
　

光ヒ
カ
ル

・　
　

   

・
中
大
池

　
　
　
　
　
　

 

葵

　
　
　
　
　
　

 

大
地

中
村　

灯ト
ウ

伽カ

・　
　

   

・
上
大
池

　
　
　
　
　
　

 

麻
紀
子

　
　
　
　
　
　

 

勇
樹

塩
原　

彩ア
ヤ

乃ノ

・　
　

   

・
小　

坂

　
　
　
　
　
　

 

真
理
子

上
條 　

好
和  

・  

87
歳
・
上
竹
田

上
條 

八
江
子  

・  

91
歳
・
中
大
池

上
條 

あ
い
子  

・  

97
歳
・
中
大
池

上
條 　
　

榮  

・  

91
歳
・
下
竹
田 

お
　
め
　
で
　
た
　

お
　
め
　
で
　
た
　（
子
・
親
）

（
子
・
親
）

お
　
く
　
や
　
み

お
　
く
　
や
　
み

（敬称略）（敬称略）

　

何
度
も
編
集
部
に
誘
わ
れ
、
自
称
理
系
で
文
を
書
く
の
は
小
学
校
の
頃

か
ら
苦
手
だ
っ
た
私
に
は
無
理
だ
ろ
う
と
断
り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
断

り
切
れ
ず
に
引
き
受
け
た
の
が
２
０
１
８
年
３
月
で
し
た
。
緊
張
し
な
が

ら
も
編
集
会
議
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
部
員
同
士
が
あ
だ
名
で
呼

び
合
い
、
年
代
を
超
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
空
間

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
５
年
間
、
編
集
部
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
一
人
で
取
材
に
行
っ
た
と
き
、
現
地
に
誰
も
い
な

く
て
先
輩
部
員
に
「
事
件
で
す
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
助
け
を
求
め

た
こ
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
活
動
停
止
、
節
目
と
な
っ
た
８
０
０
号
の
発
行
、
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
な
ど
、
苦
労
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
で
す
が
、
記
事
作
成
や
取

材
を
通
じ
て
の
体
験
、
学
び
、
出
逢
い
な
ど
、
濃
厚
で
面
白
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
自
分
自
身
も
少
し
は
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
、
ま
た
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
館
報
部
員
を
や
る
と
な
っ
た
時
、
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
て
の
取
材

活
動
や
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
文
章
な
ん
て
中
学
生
で
の
反
省
文
以
来
で
（
い
つ
も

悪
さ
し
て
は
原
稿
分
５
枚
書
け
と
い
わ
れ
）
と
て
も
大
変
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も「
頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
時
」と
自
分
を
奮
起
さ
せ
て
己
の
成
長

の
た
め
に
１
年
目
か
ら
楽
し
く
活
動
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
は

体
育
部
が
花
形
の
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
村
民
運
動
会
、
社
会
部
主
催
の
旅

行
や
催
し
事
、
公
民
館
な
ど
地
区
で
の
企
画
が
沢
山
あ
り
取
材
活
動
の
名
目
で

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
村
民
運
動
会
で
は
普
段
な
ら
近
づ
け
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト

ラ
ッ
ク
の
中
で
の
写
真
撮
影
、
料
理
教
室
の
取
材
で
お
い
し
い
料
理
を
つ
ま
ん

だ
り
と
、
い
い
意
味
で
の
公
私
混
同
で
知
り
合
い
も
沢
山
で
き
自
分
の
成
長
に

な
り
ま
し
た
。
２
年
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
に
よ
り
社
会
全
体
が
閉
鎖
的

な
状
況
で
取
材
も
ま
ま
な
ら
な
い
事
態
を
２
か
月
ほ
ど
経
て
、
部
員
一
同
館
報

を
存
続
さ
せ
る
べ
く
何
と
か
記
事
を
作
り
上
げ
昨
年
は
全
国
で
の
表
彰
に
も
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
マ
ス
ク
な
ど
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
あ
の

頃
の
よ
う
な
日
常
が
や
っ
と
や
っ
と
帰
っ
て
き
ま
す
。
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

じ
ゃ
ん
ず
ら
・
村
民
運
動
会
・
文
化
祭
、
楽
し
い
こ
と
が
ま
っ
て
る
は
ず
！

丸
ま る や ま

山　智
と も ひ こ

彦 （下竹田） 大
お お し お

塩　和
か ず み ち

道 （下大池）

未曽有のウイルス
� 期間からの帰還！

濃厚で面白い
� 5年間でした

　
２
月
12
㈰
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

て
、
下
大
池
分
館
主
催
の
『
健
康
活
動
動
機

づ
け
講
座
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
春
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
講
座
も
４
回
目
を
迎
え
、
こ
の

日
が
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
松
本

大
学
地
域
健
康
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
体
力
測
定
の
結
果
の
説

明
や
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
姿
勢
な
ど
の

お
さ
ら
い
、
全
身
を
動
か
す
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム
な

ど
も
織
り
交
ぜ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

２
月
24
日
㈮
か
ら
週
１
回
５
回
に
わ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の
『
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
』
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
身
体
の
奥
に
位
置
す
る
筋
肉

の
こ
と
を
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
と
呼
び
、
そ
の
筋
肉

を
鍛
え
る
こ
と
で
身
体
を
内
側
か
ら
支
え
る
力
が
強

く
な
り
姿
勢
の
改
善
に

期
待
で
き
、
関
節
を
正

し
い
位
置
に
安
定
さ
せ

る
た
め
、
腰
痛
改
善
な

ど
に
繋
が
り
ま
す
。
筆

者
が
取
材
し
た
３
月
10

日
㈮
の
回
は
、
参
加
者

11
名
が
講
師
の
指
導
の

も
と
、
筋
肉
を
い
じ
め

て（
業
界
用
語
）ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
み
ま
し
た
。

健
康
活
動
講
座

筋
肉
を
い
じ
め
る
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みんなの人権 � 
映画「桜色の風が咲く」の余韻～「酸欠状態の心」に吹く新鮮な風

優優ゆ 

う

ゆ 

う

の 

風 

景

の 

風 

景
444444㊿㊿

　

２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
の
両
日
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー

ス
を
作
ろ
う
！
講
座（
全
３
回
※
追
加
１
回
）最

終
回
と
な
る『
春
の
リ
ー
ス
』作
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
１
回
が『
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
』、
第

２
回
が『
正
月
飾
り
』で
し
た
が
、
今
回
の『
春

の
リ
ー
ス
』
は
空
気
浄
化
作
用
の
あ
る
ユ
ー
カ

リ
を
加
え
、
思
い
思
い
に
花
材
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
個
性
豊
か
で
素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。
筆
者
が
取
材
し
た
18
日
の
参
加

者
は
小
学
生
の
親

子
な
ど
16
名
。
創

作
の
楽
し
み
は
人

を
和
や
か
に
さ
せ

る
の
か
、
穏
や
か

で
楽
し
気
な
雰
囲

気
が
会
場
を
包
み

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、『
ボ
ッ
チ
ャ
』

と
い
う
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。『
ボ
ッ
チ
ャ
』と
は
、

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
白
色
の
ボ
ー
ル

に
、
赤
・
青
そ
れ
ぞ
れ

６
球
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を

投
げ
た
り
、
転
が
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
い
か

に
近
づ
け
る
か
を
競
う
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
正
式
種
目
で
す
。

　

そ
ん
な
近
年
大
注
目
の
ボ
ッ
チ
ャ
体

験
会
が
２
月
14
日
㈫
、

活
き
生
き
塾
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ

を
体
験
す
る
の
は
今
回

が
初
め
て
で
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
思

い
思
い
に
ボ
ー
ル
を
投

げ
て
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
補
足
】
長
野
県
が
『
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生

社
会
づ
く
り
』
を
目
的
に
、
県
内
全
市
町
村
へ

ボ
ッ
チ
ャ
用
品
を
貸
与
す
る
事
業
に
よ
り
、
山

形
村
に
は
２
セ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
無
料
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】山
形
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

   

☎
０
２
６
３
‐
98
‐
３
１
５
５

活
き
生
き
塾 

活
動
記
録

◇
１
月
の
あ
る
日
、
村
内
の
シ
ネ
マ

ハ
ウ
ス
で
「
桜
色
の
風
が
咲
く
」
と
言

う
映
画
を
観
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
映
画
は
、
全
盲
ろ
う
の
教

育
学
者
・
福
島
智さ

と
し

東
京
大
学
教
授
の
半
生
を
描
い
た
作
品
で
す
◇
９
歳

で
視
力
を
失
い
、
18
歳
で
聴
力
も
失
っ
た
福
島
さ
ん
は
、
母
親
令
子
さ
ん

の
考
案
し
た
指
点
字
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

今
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
世
界
を
築
く
た
め
の
提
言
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す

（
優
の
風
景
48
号 

参
照
）
◇
次
々
と
襲
っ
て
く
る
障
壁
に
苦
悩
し
格
闘
す

る
智
さ
ん
。
そ
ん
な
彼
に
、
母
親
と
し
て
何
も
し
て
や
れ
な
い
も
ど
か
し

さ
に
苦
悶
し
な
が
ら
も
伴
走
し
続
け
る
母
・
令
子
さ
ん
。
家
族
全
員
の
苦

悩
。
そ
ん
な
中
、
東
京
の
盲
学
校
に
入
学
し
た
彼
は
、
そ
こ
で
の
点
字
読

書
や
友
人
と
の
屈
託
の
な
い
青
春
の
日
々
の
中
で
、
自
身
の
自
立
と
聡
明

さ
を
開
花
し
て
い
き
ま
す
◇
そ
の
最
中
に
、
智
さ
ん
は
今
度
は
聴
力
を
も

失
い
ま
す
。
光
も
音
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
彼
は「
僕
か
ら
世
界
が
遠
ざ
か
っ

て
行
く
」
と
絶
望
の
淵
に
追
い
込
ま
れ
、
母
と
共
に
苦
悶
し
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
幼
か
っ
た
智
さ
ん
が
か
つ
て
入
院
中
に
知
り
合
っ
た
年
上
の
視
覚

障
害
者
・
矢
野
さ
ん
と
再
会
し
、
自
分
の
苦
悩
を
初
め
て
他
人
に
吐
露

し
ま
す
。
矢
野
さ
ん
の
問
い
「
見
え
へ
ん
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、

聞
こ
え
へ
ん
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
こ
の
問
い
か
け
は
福
島

教
授
の
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ『
障
害
と
は
何
か
』に
も
連
な
る
重
た
い
言
葉

に
な
り
ま
し
た
◇
と
同
時
に
、
母
令
子
さ
ん
の
意
識
も
『
障
害
の
あ
る
息

子
の
世
話
を
す
る
』
母
親
か
ら
『
彼
の
人
生
の
応
援
者
』
と
し
て
の
母
親
に

変
容
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
関
係
性
の
中
か
ら
、「
指
点
字
」の
工
夫
も
生

ま
れ
ま
し
た
◇
母
を
中
心
に
支
え
合
う
家
族
の
„
無
償
の
愛＂
、
書
物
や
友 

人
と
の
出
会
い
、
人
生
の
先
輩
の
助
言
や
励
ま
し
。
幾
つ
か
の
盾
（
シ
ー

ル
ド
）
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
逞
し
く
生
き
る
『
日
本
の
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
』
福

島
智
さ
ん
。
満
開
の
桜
並
木
を
歩
く
こ
の
親
子
に
「
咲
く
」
桜
色
の
風
は
、

吉
野
弘
の
詩
の
一
節
「
生
命
は 

そ
の
中
に
欠
如
を
抱
き 

そ
れ
を
他
者
か

ら
満
た
し
て
も
ら
う
も
の
だ
」
を
地
で
行
く
よ
う
な
、「
人
間
存
在
そ
の

も
の
へ
の
讃
歌
」
で
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
◇
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
や
ト
ル
コ
大
地
震
な
ど
、
息
苦
し
い
現
在
を
生
き

る「
酸
欠
状
態
」の
私
た
ち
に「
新
鮮
な
空
気
」を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
内

容
に
、
村
の
人
権
に
関
わ
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
映
画
鑑
賞

と
な
り
ま
し
た
。 

（
令
和
５
年
３
月　

Ｍ
．
Ｈ
．
記
）

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！
講
座

�

第
３
回「
春
の
リ
ー
ス
」
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①
上
大
池
：
１
月
15
日
㈰

　

②
小
坂
本
殿
上
・
本
殿
下
：
２
月
５
日
㈰

　

③ 

中
大
池
野
際
・
上
手
・
中
村
：
２
月
19
日
㈰

　

御
柱
祭
で
は
、
事
前
に
山
か
ら
切
り
出
し
た
新
し
い

御
柱
と
な
る
御
神
木
を
曳ひ

き（
里さ

と

曳び

き
）、
建
立
場
所
に

つ
い
た
と
こ
ろ
で
皮
を
む
き
ま
す
。
皮
を
む
き
終
え
た

ら
長
さ
を
調
整
し
、
先
端
部
分
を
独
特
の
形
に
整
え
る

冠
落
し
を
し
た
後
、
御ご

幣へ
い

を
付
け
て
建
立
し
ま
す
。
こ

れ
と
は
別
に
、
前
回
建
て
た
御
柱
を
引
き
抜
く
作
業
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
建
て
る
御
柱
は
前
回
の
も
の

よ
り
少
し
で
も
長
く
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
が
あ
る
そ
う
で
、
い
ず
れ
の
御
柱
も
慎
重
な
計
測

の
も
と
長
さ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
３
箇
所
と
も

重
機
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
、
大
き
な
御
柱
が
ク
レ
ー
ン

で
徐
々
に
吊つ

り
上
が
っ
て
い
く
様
子
は
迫
力
満
点
の
光

景
で
し
た
。
か
つ
て
は
こ
れ
を
全
て
人
力
で
し
て
い
た

わ
け
で
す
か
ら
、
驚
く
と
と
も
に
そ
の
苦
労
が
偲し

の

ば
れ

ま
す
。

　

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
御
柱
祭
は
長
野
県
内
で
現
在

２
０
０
を
超
え
る
件
数
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
調
査
が
で
き
な
い
諏
訪
地
域
６

市
町
村
を
除
い
た
数
で
す
が
、
県
内
の
多
く
の
地
域
で

御
柱
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
方

で
中
信
地
域
で
は
山
形
村
の
ほ
か
に
松
本
市
、塩
尻
市
、

麻
績
村
、
筑
北
村
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特

に
山
形
村
で
は
神
社
の
境
内
で
は
な
く
道
の
辻
に
建
て
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長
野
県
を
代
表
す
る
有
名
な
お
祭

り
と
い
え
ば
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
方
が
真
っ
先
に
思
い
つ

く
の
は
御
柱
祭
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
諏
訪
大
社
の
式
年
造
営
の
お
祭
り
で
あ
る
「
式
年

造
営
御
柱
大
祭
」（
通
称「
御
柱
祭
」）は
、
７
年
目
ご
と

に
１
回
、
諏
訪
大
社
の
上
社
・
下
社
そ
れ
ぞ
れ
の
境
内

に
４
本
の
巨
木
を
建
て
る
お
祭
り
で
す
。
地
元
諏
訪
地

域
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
を
虜と

り
こ

に
し
て
い
る
魅
力
的

な
御
柱
祭
と
圧
倒
的
な
迫
力
で
そ
び
え
立
つ
御
柱
で
す 

が
、
実
は
我
が
村
„
山
形
村＂
に
も
あ
る
の
を
皆
さ
ん 

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

山
形
村
の
御
柱
は
、
村
内
に
全
部
で
５
箇か

所
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。実
施
年
の
違
い
や
例
外
は
あ
る
も
の
の
、

諏
訪
大
社
と
同
様
に
７
年
目
ご
と
に
1
回
の
御
柱
祭
が

地
域
の
伝
統
行
事
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
は
１
月
～
２
月
に
か
け
て
、
上
大
池
、
小
坂
、
中
大

池
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
山
形
村
だ
け
に
み
ら
れ
る
も
の

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
祖
神
が
寄
り
添
う

よ
う
に
並
ん
で
い
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、

御
柱
と
道
祖
神
の
関
係
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
松

本
平
で
は
、
御
柱
祭
と
は
別
に
飾
り
が
付
け
ら
れ
た
柱

を
建
て
る
道
祖
神
の
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、
山
形
村

の
御
柱
は
こ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
山
形
村
の

御
柱
は
他
に
は
み
ら
れ
な
い
独
特
な
形
態
で
行
わ
れ
て

お
り
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
謎
が
解
明
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
貴
重
な
事
例
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

御
柱
に
は
、
地
域
の
安
全
や
繁
栄
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
び
と
の
祈
り
の
気
持
ち
を
受
け
て

ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
御
柱
の
姿
に
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
・
取
材
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ミニ

続
⑱
　

山
形
村
の
文
化
財
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
ご
紹
介
す
る「
ミ
ニ・
糸
車
」。

今
回
は
、
拡
大
版
と
し
て
こ
の
春
村

内
各
所
で
行
わ
れ
た
御お

ん
ば
し
ら柱の
お
祭
り

に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

クレーンで持ち上げられる御柱（③中大池）

上竹田御判形の御柱 中大池下村・小坂東殿の御柱

扌里曳き（①上大池）�➡皮むき（②小坂）




